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琉球列島のフグ毒保有魚の毒化にツノヒラムシ属ヒラムシ

が関与する 

 

研究成果のポイント 

・有毒ツノヒラムシ種の TTX 類の組成は互いに類似していたが、無毒ツノヒラムシ種から

は TTX 類は検出されなかった。 

・TTX類の組成の違いはミトコンドリアゲノム配列にもとづく系統関係を反映した。 

・無毒クサフグにオオツノヒラムシの卵板を摂餌させて毒化させると、沖縄本島のクサフグ

稚魚で観察される TTX類の組成が再現された 

・ヒラムシの卵板を摂餌させたオキナワフグでは、すべての TTX 化合物のシグナル強度が

増強されたが、ツムギハゼでは deoxyTTXsのシグナル強度のみが増強された。 

 

研究成果の概要 

（研究背景・目的） 

 フグ類は餌生物に含まれるフグ毒テトロドトキシン（TTX）を取り込んで毒化することが

知られています。近年、われわれの研究グループの研究により、わが国のフグ類の毒化には

オオツノヒラムシの関与が大きいことが明らかになってきました。また、沖縄本島では、オ

オツノヒラムシに匹敵するフグ毒を保有するツノヒラムシ属ヒラムシ（Planocera sp.）が見

つかっていましたが、フグ類を含むフグ毒保有生物の毒化への関与は明らかになっていま

せんでした。そこで本研究では、ツノヒラムシ属ヒラムシ 4種（図 1）を対象に、TTXおよ

び TTX の生合成中間体と考えられている化合物（TTX類）の保有の有無を調べるとともに、

ミトコンドリア DNA（mtDNA）の塩基配列にもとづく系統関係との関連を明らかにするこ

とを目的としました。また、沖縄の Planocera sp.のフグ毒保有生物の毒化への関与を推定す

るため、オオツノヒラムシの卵板を用いたクサフグの毒化実験を行って、野生個体の TTX

類のパターンと比較しました。 

 



（研究成果） 

 沖縄本島で採取した Planocera sp.、神奈川県の三浦半島で

採取したオキヒラムシ Planocera pellucidaおよびツノヒラム

シ Planocera reticulata、および茨城県で採取したオオツノヒ

ラムシ Planocera multitentaculata が保有する TTX 類を調べ

ました。その結果、Planocera sp.、ツノヒラムシおよびオオ

ツノヒラムシから TTX の他に、 11-norTTX-6(S)-ol、

dideoxyTTXs および deoxyTTXs が検出され、類似した組成

であることが明らかとなりました。一方、オキヒラムシから

は、TTXおよびその他の TTX類縁化合物は検出されません

でした。また、mtDNA の全塩基配列を決定して比較した結

果、有毒ヒラムシと無毒ヒラムシでは遺伝子の配置が一部異なることが明らかとなり、分子

系統樹でも両者は明確に異なるクラスタを構築することが確認されました。 

 Planocera sp.とオオツノヒラムシの TTX 類の組成が類似していたことから、オオツノヒ

ラムシの卵板を無毒のクサフグ稚魚に与える毒化実験を行いました。その結果、ヒラムシの

卵板を摂餌したクサフグの稚魚は毒化し、その TTX 類のパターンは、沖縄本島で採取した

クサフグの TTX 類のものと一致しました（図 2）。これらの結果は、沖縄本島のクサフグが

Planocera sp.やオオツノヒラムシ、その近縁種を摂餌して TTX 類を取り込んでいる可能性

を示唆しています。オキナワフグの稚魚にオオツノヒラムシの卵板を与えると、全ての TTX

類のシグナル強度が上昇したのに対し、ツムギハゼでは dideoxyTTXs のシグナル強度のみ

が上昇しました。これらの結果は、フグ類とツムギハゼでは体内の TTX 類の蓄積機構に違

いがあることを示唆しています。 
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